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隠

地方交付税　１２億７，０００万円（６１．２％）

国民健康保険特別会計
３億６，９００万円（４２．１％）

簡易水道事業特別会計
２億３，０００万円（２６．２％）

民生費　２億６，２４７万４千円（１２．７％）

その他　４，２８４万３千円（２．１％）

平成２９年度　村の各会計予算の概要

一 般 会 計

歳　 出【その他の内訳】
議会費 (３１，５０９千円/１．５％)
労働費 (６，３３３千円/０．３％)
予備費 (５，０００千円/０．２％)
災害復旧費 (１千円/０．０％)

特別会計　歳入歳出

一 般 会 計

歳　 入
【その他の内訳】
地方消費税交付金
  ‥‥‥‥ （２０，９６８千円/１．０％）
繰越金 ‥‥ （１１，０００千円/０．５％）
財産収入 ‥ （１０，５９４千円/０．５％）
自動車取得税交付金
  ‥‥‥‥‥ （３，２２８千円/０．２％）
分担金及び負担金
  ‥‥‥‥‥ （１，４０７千円/０．１％）
配当割交付金  （４５９千円/０．０％）
株式等譲渡所得割交付金
  ‥‥‥‥‥‥ （２８４千円/０．０％）
利子割交付金  （１３０千円/０．０％）
地方特例交付金
  ‥‥‥‥‥‥ （７０千円/０．０％）
寄附金 ‥‥‥‥ （３千円/０．０％）
交通安全対策特別交付金
  ‥‥‥‥‥‥‥ （１千円/０．０％）

一　般　会　計
２０億７，４２０万円  　前年度比 △３，０２０万円

特　別　会　計
８億７，７１０万円

諸支出金
３億２，８６５万８千円
（１５．９％）

衛生費
３億７，６８９万８千円
（１８．２％）

その他　４，８１４万４千円（２．３％）

農林水産業費
８，４５８万４千円（４．１％）

道支出金　７，８７２万７千円（３．８％）

地方譲与税　３，６５１万９千円（１．８％）

消防費　９，６５７万９千円（４．７％）

使用料　４，８８１万１千円（２．４％）

諸収入　８，７３９万８千円（４．２％）

国庫支出金
１億１，０５９万２千円（５．３％）

村税　１億１，４６９万５千円
（５．５％）

繰入金　１億１，７９１万４千円
（５．７％）

村債　１億６，１４０万円（７．８％）

教育費　２億１，０３３万４千円（１０．１％）

商工費
１億９４０万９千円（５．３％）

農業集落排水事業特別会計
１億８１０万円（１２．３％）

公債費　２億１，４３５万７千円（１０．３％）

総務費　１億５，８６９万６千円（７．７％）

土木費　１億８，９３６万８千円（９．１％）

後期高齢者医療保険特別会計 ２，０００万円（２．３％）

介護保険特別会計
１億５，０００万円（１７．１％）
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携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

一般会計予算の主な使いみち　　〈各科目（太字）の後のかっこ内は主な担当課〉

【議会費（議会）】

　▼議会費 （議員報酬ほか） ……………………………………………… ３，１５０万９千円

【総務費（総務課）】

　▼財産管理費 （職員住宅建設工事請負費、５号車庫増築工事請負費ほか） ……… ６，５５３万８千円

　▼一般管理費 （庁舎等警備委託料、留萌地域電算共同化システム利用負担金ほか） ……… ３，８２０万５千円

【民生費（住民課）】

　▼障害者自立支援費 （障害福祉サービス費ほか） ………………………………… ６，６９９万１千円

　▼老人福祉費 （特別会計繰出金（介護）、生活支援事業委託料ほか） ……５，３１３万９千円

　▼高齢者生活福祉センター運営費  ………………………………………………………………… ３，３５７万１千円

　▼後期高齢者医療費 （療養給付費負担、特別会計繰出金ほか） ………………… ３，００５万５千円

　▼児童措置費 （児童手当） …………………………………………………… １，１９６万５千円

【保健衛生費（住民課）】

　▼特別会計繰出金 （特別会計繰出金（簡易水道・農業集落排水）） ………１億９，３９９万１千円

　▼診療所費 （各診療所運営委託料、医師報酬ほか） …………………… ７，２７６万９千円

　▼衛生施設費 （羽幌町外２町村衛生施設組合負担金） …………………… ６，６９３万０千円

　▼環境衛生費 （ごみ収集業務委託料ほか） ………………………………… ２，３７９万０千円

【労働費（経済課）】

　▼労働諸費 （公園等維持管理業務委託ほか） ……………………………… ６３３万３千円

【農林水産業費（経済課）】

　▼多面的機能支払事業費 （多面的機能支払交付金ほか） ……………………………… １，６０９万０千円

　▼畜産業費 （畜産担い手育成総合整備事業負担金ほか） ……………… １，１４４万９千円

【商工費（経済課）】

　▼岬センター運営費 （管理運営委託料ほか） ……………………………………… ４，６１１万３千円

　▼商工業振興費 （村商工会運営事業補助金ほか） …………………………… ４，２０９万８千円

　▼観光費 （村観光協会運営事業補助金ほか） ………………………… １，６２１万４千円

【土木費（経済課）】

　▼道路除雪費 （除雪委託料ほか） …………………………………………… ６，３７９万８千円

　▼道路新設改良費 （小沢橋補修工事請負費ほか） ……………………………… ４，９００万０千円

　▼公園費 （みさき台公園等維持管理業務委託料ほか） ……………… ２，１６６万９千円

　▼住宅管理費 （村営住宅長寿命化事業改修工事請負費ほか） …………… １，９７７万９千円

　▼住宅建設促進費 （定住促進住環境整備費助成金） ……………………………… ４５０万０千円

【消防費（消防）】

　▼消防費 （北留萌消防組合負担金ほか） ……………………………… ９，５１６万８千円

【教育費（教育委員会）】

　▼中学校費 （学校管理費ほか） …………………………………………… ２，４６０万８千円

　▼小学校費 （学校管理費ほか） …………………………………………… １，２８９万１千円

　▼自然交流センター運営費 （補修工事請負費ほか） ………………………………… １億２，９８５万３千円

【公債費（総務課）】

　▼公債費 （長期債元金・利子償還金ほか） ……………………… ２億１，４３５万７千円

【諸支出金（総務課）】

　▼職員給与費 （特別職・一般職給料、手当及び負担金ほか） ……… ３億２，７９７万４千円

※予算説明概要書については、役場、自然交流センター、岬センター、有明母と子の家、ふれあいの里豊岬館、

福祉の家共成館、初山別診療、ＪＡオロロン初山別支所に配置しております。
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●４月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

協力隊辞令交付式３捷

ほしっこくらぶ４昇

ふじみへき地保育所入所式５昌

初山別小学校入学式
初山別中学校入学式

６昭

春の交通安全　村民総監視１０捷

協定調印（オロロン農協）
自治会行政委員連絡会議

１１昇

協定調印（初山別郵便局）２１晶

乳がん・子宮がん健診（～２５日）２４捷

青空教室（小学生交通安全教室）２７昭

こぐまクラブ（保育所交通安全教室）２８晶

４月のこ んなこ とあんなこ と

☆ふじみ保育所☆
　４月４日、ふじみ保育

所に９人の園児が仲間入

りしました。新入園児は

「おめでとう」と書かれ

たメダルを首から提げ、

先生に名前を呼ばれると

元気よく返事をしていま

した。

☆初山別小学校☆
　４月６日、大きなラン

ドセルを背負い、５人の

新入生が入学しました。

　新入生は緊張した面持

ちで式に臨んでいました

が、担任の先生に名前を

呼ばれると元気よく返事

をしていました。

☆初山別中学校☆
　４月６日、真新しい制服

に身を包み、４人の新入生

が入学しました。

　入学式では新入生代表の

土門来夢さんが「新入生代

表のことば」を話すなど、

立派に中学生としてのス

タートを切りました。
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　村のことを考えた道筋を模索し、村へ貢

献したいです。

＊出身：宮城県

＊担当地区：有明

＊趣味：コーヒー

　マンドリン

【新】佐藤　孝憲（さとう たかのり）

　自分にできる最大限のことを頑張りたい

と思います。

＊出身：千葉県

＊担当地区：豊岬

＊趣味：サーフィン

　スノーボード

【新】齋藤　浩之（さいとう ひろゆき）

　新隊員のサポートや、自学塾の運営に力

を入れたいです。

＊協力隊２年目

＊担当地区：有明

　堀　翔太郎（ほり しょうたろう）

　パソコンソフトやデータベースの開発は

任せて下さい！

＊出身：江差町

＊担当地区：初山別

＊趣味：テレビ鑑賞

　映画鑑賞

【新】古田　　融（ふるた とおる）

地域おこし協力隊のご紹地 域 おこし協力隊のご紹介介
今年４月より地域おこし協力隊が３名加わり、４名体制となりました。

村の活性化のために頑張りますので、応援よろしくお願いいたします。



煙皆様初めましての方は初めまして。地域おこし協力隊として千葉より参りま

した、齋藤です。

煙出身は千葉県で、東京で営業として働いており、就職する前から『何か自分に出来ることはないか』『誰かの

役に立てるような事をしたいな』と毎日のように考えておりました。実際に働いてみて、自分が本当に役に

立っているのかが明確ではなく、その場所で働いている事に対し、日々違和感を感じておりました。

そのタイミングで、初山別村地域おこし協力隊のポスターを見て、『ここ

に行かないといけない気がする！』と思い、今回協力隊としてこちらへ

参りました。

煙こちらへ来てそろそろ１ヶ月たちますが、凄い！と思う事がありました

ので、１つ紹介させて頂きます。

　　『塩が自然に量産出来る！』

車を外に放置しておくだけで、塩が量産出来ることです。（流石に食べ

られませんが…）洗車したのに、３日くらいで塩まみれになっていました…

煙まだまだ寒い期間が続きますが、皆様ご自愛下さいませ。多くのことを自分でやってみて、感じてみて、

考えて等をしていきたいと考えておりますので、何かとお誘い頂けると幸いでございます。

今後、よろしくお願い申し上げます。【齋藤】

〈年度初めのご挨拶 ②〉齋藤　浩之

煙初めまして古田と申します。今年４６歳になります。なぜこんなおっさんがこ

の村に来たのか不思議に思われる方も多いでしょう。

煙昨今、地方が衰退する・成り立たないという報道がなされていますが、地方

には地方の良さがあり独自の産業の発展や地方に興味を抱く都会の若者もい

る。そんなミスマッチの状況を打破できるのではないかという思いで協力隊

に応募しました。

煙地方の可能性をこの村の若者にも理解してもらいたいとも思います。都会へ

の憧れを持つのも自然な事かもしれませんが、都会の生活って案外たいした

事はないですよ。

煙このコラムでは、私の経験をもとに若者と子育てをしている親御さんに対し

て伝えたい事を書こうと思います。今年１年よろしくお願いします。おっさ

んより。【古田】

〈年度初めのご挨拶 ①〉古田　　融

宇

《事務所》
多世代交流施拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

煙初めての方は初めまして。そうでない方も初めまして。この４月から地域おこし協力隊に着任いたしま

した佐藤孝憲（さとうたかのり）と申します。コーヒーカップは左手で持つ派です。協力隊として、こ

ちらの広報誌でもときどき一言書かせて頂きますのでよろしくお願いします。今回は最初ですので、

ちょっとした自己紹介と村のファーストインプレッションでも。

煙自分は宮城県仙台市の出身ですが、大学から札幌に７年ほど住んでおりました。仙台もいいところです

が、札幌も住みやすくて良い街でした。特に冬の空気の澄んだ感じがとても好きだったり。

煙初山別に来て最初に思ったことが「海がきれい」でした。またそこに消えてゆく夕日も美しく、空が広

く見えることも相まって青と赤のコントラストにとても感動しておりました。と、しばらく海ばかりに

目を奪われていましたが、その逆方位、陸のほうに目を向けると、遠くに見える山と広がる自然がこれ

また見事で……なんて、年甲斐もなくわくわくしております。そんな些細なところに感動を見出す感受

性で、この村の楽しさを見つけていきたいと思っています。

煙……話は変わりますが、皆様コーヒーはお好きですか？唐突ですが自分、コーヒーマイスターとして

コーヒーの楽しさを人々に広める使命を負っている（らしい）ので、今後記事のネタに困った時はコー

ヒーの豆知識なんか載せていけたらなと思っています。え、いらない？そんなこと言わずにお付き合い

下さいませ（笑）。それではまた次の記事でお会いしましょう。【佐藤】

〈年度初めのご挨拶 ③〉佐藤　孝憲



烏

　
医
師
は
薬
の
効
果
を
確
認
し
な

が
ら
、
処
方
の
量
や
回
数
な
ど
を

調
整
し
ま
す
。
自
己
判
断
で
服
用

を
中
止
し
た
り
、
飲
み
忘
れ
て
し

ま
う
と
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
副
作

用
の
よ
う
な
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
場
合
や
粒
が
大
き
く
て
飲
み
込

み
に
く
い
な
ど
、
何
か
の
理
由
で

飲
ま
な
い
場
合
は
医
師
、
薬
剤
師

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
で
の
薬
の
飲
み
残
し
は
年
間

約
　
億
円
に
相
当
す
る
と
言
わ
れ

２９
て
い
ま
す
。
薬
の
飲
み
残
し
は
、

医
療
費
の
無
駄
遣
い
に
も
な
り
ま

す
。

　
使
用
期
限
内
の
残
薬
を
再
利
用

す
る
こ
と
で
、
処
方
量
を
調
整
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い

つ
も
ら
っ
た
薬
か
わ
か
る
よ
う
に

き
ち
ん
と
保
管
し
、
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
期
限
の
切
れ
た
残
薬
を
服

用
す
る
と
副
作
用
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
前
回

と
同
じ
症
状
だ
か
ら
と
自
己
判
断

で
服
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

薬
の
飲
み
残
し
や
 

飲
み
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に

毅
種
類
が
多
く
て
飲
み
方
を

　
覚
え
ら
れ
な
い
と
き

　
あ
ら
か
じ
め
分
包
し
て
も
ら
え

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、

医
師
、
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
服
用
時
間
や
回
数
の
指
示
が

複
雑
な
場
合
も
医
師
に
相
談
し
て

改
善
方
法
を
検
討
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

毅
飲
ん
だ
か
ど
う
か

　
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き

　
薬
を
飲
ん
だ
ら
カ
レ
ン
ダ
ー
に

印
を
つ
け
る
な
ど
、
薬
を
飲
ん
だ

こ
と
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
工
夫

す
る
事
が
大
切
で
す
。

毅
う
っ
か
り
飲
み
忘
れ
て
し
ま
う

と
き

　
薬
は
食
卓
な
ど
の
目
に
つ
く
よ

う
な
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

毅
外
出
の
際
に
薬
を
持
っ
て
行
く

の
を
忘
れ
が
ち
な
と
き

　
あ
ら
か
じ
め
数
回
分
の
薬
を
い

つ
も
持
ち
歩
く
カ
バ
ン
に
入
れ
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
薬
局
と
お
薬
手
帳

　
自
分
の
服
薬
状
況
や
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
情
報
を
把
握
し
、
適

切
な
管
理
・
指
導
を
し
て
く
れ
る

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
く

と
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な

ど
の
副
作
用
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

飲
み
忘
れ
や
飲
み
残
し
な
ど
の
相

談
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
お
薬
手
帳
は
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
ん
な
薬
を
処
方
し
て
も

ら
っ
た
か
を
記
録
す
る
手
帳
で
、

医
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
情

報
源
と
な
る
の
で
、
病
院
や
薬
局

に
行
く
と
き
は
必
ず
持
参
し
ま

し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
「
後

発
医
薬
品
」
と
も
呼
ば
れ
、
新
薬

の
独
占
販
売
期
間
が
終
了
し
た
後

に
販
売
が
許
可
さ
れ
る
薬
で
す
。

有
効
主
成
分
や
そ
の
含
有
量
は
新

薬
と
同
じ
で
、
同
等
の
効
き
目
を

も
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
年
々

使
用
率
は
上
が
っ
て
お
り
、
新
薬

よ
り
価
格
が
安
い
の
で
医
療
費
の

節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
医
師
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
し
て
ほ
し
い
」
旨
を
伝
え

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
担
当
　
大
水
）

薬
の
服
用
と

　
飲
み
忘
れ
に
つ
い
て

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
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３
月
定
例
会
は
、
３
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
、
冒
頭
、
村
長
・
教
育
長

が
そ
れ
ぞ
れ
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、　

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、　

年
度
各
会

２９

２８

計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
の
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

１６

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
２
名
の
議
員
が
村
政
等
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
・
教
育
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平成２９年度予算を全員起立で可決

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

可決初山別村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について議案第１号

可決
初山別村定住促進団地の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議案第２号

可決
初山別村行政改革推進委員会設置条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第３号

可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

議案第４号

可決初山別村税条例等の一部を改正する条例の制定について議案第５号

可決初山別村災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について議案第６号

可決平成２８年度北海道初山別村一般会計補正予算（第７号）議案第７号

可決平成２８年度北海道初山別村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）議案第８号

可決平成２８年度北海道初山別村介護保険特別会計補正予算（第４号）議案第９号

可決平成２８年度北海道初山別村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）議案第１０号

可決平成２９年度北海道初山別村一般会計予算議案第１１号

可決平成２９年度北海道初山別村国民健康保険特別会計予算議案第１２号

可決平成２９年度北海道初山別村介護保険特別会計予算議案第１３号

可決平成２９年度北海道初山別村後期高齢者医療保険特別会計予算議案第１４号

可決平成２９年度北海道初山別村簡易水道事業特別会計予算議案第１５号

可決平成２９年度北海道初山別村農業集落排水事業特別会計予算議案第１６号

議会だ よ り
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１
 漁
業
経
営
向
上
促
進
事

業
に
つ
い
て

議
員
 昨
年
の
漁
協
初
山
別

支
所
の
水
揚
げ
は
、
た
こ
漁

の
豊
漁
等
も
あ
っ
て
漁
協
合

併
以
来
初
め
て
４
億
円
を
超

え
た
が
、
魚
価
の
低
迷
等
も

あ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

村
が
平
成
　
年
度
か
ら
３
年

２４

間
実
施
し
た
「
漁
業
経
営
向

上
促
進
事
業
」
は
、
多
く
の

漁
民
の
経
営
安
定
に
大
き
く

寄
与
し
た
と
思
う
。

　
し
か
し
、
制
度
を
十
分
活

用
で
き
な
か
っ
た
部
分
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
船

の
エ
ン
ジ
ン
の
耐
用
年
数
は

　
年
か
ら
　
年
と
長
く
、
こ

１０

１５

の
事
業
期
間
３
カ
年
で
は
利

用
で
き
な
か
っ
た
漁
業
者
も

多
く
い
る
の
で
、
再
度
、
こ

の
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

村
長
 こ
の
事
業
は
、
３
年

間
の
期
間
を
限
定
し
て
行
っ

た
事
業
で
あ
り
、
当
時
は
水

揚
げ
量
の
減
少
と
魚
価
の
低

迷
及
び
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

り
漁
業
経
営
が
厳
し
い
中
、

将
来
の
経
営
安
定
を
目
的
と

し
た
設
備
投
資
を
先
送
り
し

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ

の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

漁
業
経
営
の
見
直
し
、
今
後

の
経
営
向
上
の
検
討
を
行
う

こ
と
に
よ
り
必
要
と
な
る
設

備
投
資
に
助
成
を
行
い
、
地

域
漁
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
漁
業
者
の
経
営

計
画
を
基
に
３
年
間
の
事
業

と
し
て
実
施
し
た
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
漁

業
者
は
、
全
体
で
　
件
中
　

２６

２１

件
で
１
０
５
１
万
円
を
助
成

し
た
。
そ
の
内
、
エ
ン
ジ
ン

等
の
機
関
更
新
で
活
用
し
た

の
は
４
件
で
、
他
は
漁
船
用

機
器
・
漁
具
等
で
の
活
用
。

　
当
時
の
状
況
下
で
、
こ
の

事
業
を
全
く
利
用
で
き
な

か
っ
た
方
は
５
件
だ
が
、
全

て
の
漁
業
経
営
者
と
の
懇
談

会
を
行
い
経
営
計
画
等
を
勘

案
し
て
要
望
を
取
り
ま
と
め

実
施
し
た
。

　
事
業
実
施
か
ら
数
年
経
過

し
、
漁
業
者
の
経
営
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
将
来
展
望
に

た
ち
、
経
営
の
持
続
性
、
作

業
の
省
力
化
、
後
継
者
対
策

等
様
々
な
視
点
か
ら
必
要
な

対
策
の
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
 後
継
者
が
い
な
い
中
、

５
０
０
万
円
か
ら
大
き
な
も

の
で
８
０
０
万
円
も
す
る
エ

ン
ジ
ン
で
あ
り
、
消
耗
す
る

と
入
れ
替
え
る
よ
り
辞
め
た

方
が
良
い
と
い
う
考
え
も
あ

る
。
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、

今
の
現
役
世
代
が
１
年
で
も

長
く
漁
業
で
き
る
よ
う
に
、

再
度
、
制
度
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

村
長
 地
域
の
基
幹
産
業
と

し
て
漁
業
を
し
っ
か
り
と
維

持
発
展
し
て
い
く
こ
と
、
高

齢
に
な
っ
て
も
、
少
し
で
も

漁
業
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
諸
情
勢
を
勘
案
し
な

が
ら
、
今
後
し
っ
か
り
と
検

討
を
進
め
た
い
。

２
 な
ま
こ
の
密
漁
対
策
に

つ
い
て

議
員
 こ
こ
数
年
な
ま
こ
の

密
漁
と
見
受
け
ら
れ
る
事
案

が
毎
年
数
件
発
生
し
て
い
る
。

な
ま
こ
は
漁
業
者
に
と
っ
て

貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
村
と

し
て
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

村
長
 近
年
の
留
萌
管
内
の

な
ま
こ
密
漁
は
増
加
の
状
況

に
あ
り
、
取
り
締
ま
り
機
関

で
あ
る
警
察
や
海
上
保
安
庁

と
連
絡
を
取
り
、
漁
協
と
対

策
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
見

回
り
の
徹
底
と
通
報
情
報
に

よ
る
初
動
態
勢
が
効
果
的
で

あ
り
、
警
察
の
取
り
締
ま
り

強
化
の
要
望
・
要
請
を
し
て

き
た
。
ま
た
、
密
漁
防
止
の

啓
発
対
策
に
努
め
る
と
と
も

に
、
旧
道
入
り
口
に
流
木
等

で
柵
を
設
け
る
な
ど
進
入
を

未
然
に
防
ぐ
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
引
き
続
き
密
漁
防
止

啓
発
に
努
め
、
警
察
・
海
上

保
安
庁
に
取
り
締
ま
り
の
強

化
及
び
対
策
を
要
望
し
て
い

く
。
　
ま
た
、
町
村
間
で
連
携
し

た
広
域
で
の
対
策
も
、
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

議
員
 港
の
斜
路
か
ら
船
が

出
入
り
す
る
の
を
見
受
け
る
。

夜
に
な
る
と
斜
路
が
暗
く
、

明
る
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
。
村
が
積
極
的
に
関
係
機

関
と
相
談
し
、
防
止
対
策
や

港
の
環
境
整
備
を
願
い
た
い
。

村
長
 斜
路
が
重
点
で
あ
る

可
能
性
が
あ
れ
ば
関
係
団
体

等
含
め
て
検
討
し
た
い
。
貴

重
な
漁
業
資
源
が
守
ら
れ
、

漁
師
の
皆
さ
ん
が
張
り
切
っ

て
仕
事
が
で
き
る
態
勢
づ
く

り
を
進
め
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　現役が１年でも長く漁業が

　　　　できるよう制度の創設を

Ａ　将来展望に立ち

　　　様々な視点から対策の検討を進める
土門　洋一　議員

宮本　村長

議会だ よ り



雨

議会だ よ り
 

１
 学
校
給
食
に
つ
い
て

議
員
 村
政
執
行
方
針
で
「
保

育
所
へ
の
提
供
を
含
め
た
学

校
給
食
に
つ
い
て
、
議
員
に

協
議
・
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の

第
３
次
食
育
推
進
計
画
に
掲

げ
る
目
標
の
重
要
性
も
鑑
み
 、

更
に
説
明
を
尽
く
し
実
施
に

向
け
た
議
論
を
加
速
さ
せ
て

い
く
」
と
あ
る
が
、
議
会
全

員
協
議
会
で
村
長
の
思
い
・

考
え
を
伺
い
、
質
疑
等
も
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
議
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
一
般

住
民
の
方
々
に
も
理
解
い
た

だ
き
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
と
考
え
る
。

　
以
前
に
も
何
度
か
学
校
給

食
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
が
、

実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今

一
度
、
村
長
の
学
校
給
食
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

村
長
 （
は
じ
め
に
、
こ
れ
ま

で
の
学
校
給
食
に
関
す
る
検

討
状
況
を
説
明
。　

ペ
ー
ジ

１１

に
掲
載
）

　
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
は

大
き
く
変
わ
り
、
孤
食
・
欠

食
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り

な
ど
か
ら
、
将
来
、
生
活
習

慣
病
な
ど
の
疾
病
に
繋
が
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
政
府
は
昨
年
、
食
生
活
改

善
や
食
文
化
の
継
承
を
柱
と

し
た
「
第
３
次
食
育
推
進
基

本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
児
童
生
徒
が
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
、
適
切
な

栄
養
摂
取
に
よ
る
健
康
の
保

持
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

学
校
給
食
の
拡
充
や
学
校
給

食
を
通
じ
た
食
育
で
の
地
産

地
消
を
含
め
た
生
産
現
場
と

教
育
現
場
と
の
連
携
な
ど
、

様
々
な
現
場
の
段
階
か
ら
食

育
推
進
の
実
行
性
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
の
デ
ー
タ
で

は
、
平
成
　
年
度
の
全
国
の

２７

小
学
校
の
完
全
給
食
の
実
施

率
は
　
坩１
％
と
過
去
１
０

９９

年
間
の
最
高
数
値
で
あ
り
、

ま
た
、
道
内
で
は
　
坩２
％

９７

で
あ
る
。

　
食
事
は
健
康
と
の
関
わ
り

が
大
き
く
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
望
ま
し
い
食
生
活
の

基
礎
を
養
い
、
自
己
の
健
康

管
理
が
で
き
る
能
力
を
育
て

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
は
生
き
た
教
材

と
し
て
日
常
生
活
に
お
け
る

正
し
い
食
事
の
あ
り
方
と
望

ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
、
地

元
の
農
産
物
や
水
産
物
を
食

す
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み

等
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
理

解
を
深
め
る
な
ど
多
様
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。ま
た
、
増

加
す
る
共
働
き
家
庭
な
ど
の

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
や
移

住
・
定
住
へ
の
理
解
な
ど
に
も

繋
が
る
ほ
か
、
施
設
と
し
て

災
害
時
の
応
急
対
策
も
視
野

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
学
校
給
食
法
で
は
「
義
務

教
育
諸
学
校
に
お
い
て
学
校

給
食
は
可
能
な
限
り
実
施
さ

れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、

可
能
な
限
り
取
り
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
様
々
な
視
点
か
ら
見
通

し
た
中
で
総
合
的
に
判
断
し
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
第
７
期
総
合
振
興
計

画
の
実
施
計
画
に
登
載
し
整

備
す
る
方
向
で
進
め
た
い
。

議
員
 ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
　１１

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
ど
う
考

え
る
か
。

教
育
長
 学
校
給
食
へ
の
要

望
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
教
育
委
員
会
で
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
保
護
者

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
給
食
が
果
た
す

食
育
へ
の
期
待
が
大
き
い
と

考
え
、
学
校
給
食
が
望
ま
し

い
と
の
ま
と
め
に
至
っ
た
。

議
員
 学
校
給
食
を
廃
止
し

て
も
い
い
と
い
う
学
校
も
あ

る
が
。

教
育
長
 道
内
の
完
全
給
食

実
施
率
は
　
・
２
％
。食
育
は

９７

家
庭
が
中
心
と
な
り
行
う
も

の
だ
が
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち

の
食
育
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。学
校
給
食

は
学
校
教
育
活
動
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
教

育
効
果
も
期
待
し
進
め
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　学校給食についての

　　　　　　　　　考えを聞く

Ａ　総合的に判断し

　　　　　　　整備する方向で進めたい
鎌田　健治　議員

宮本　村長

村田　教育長



議会だ よ り
●
平
成
　
年
第
１
回
村
議
会

２７

定
例
会
の
一
般
質
問
で
の
教

育
長
の
答
弁

「
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。」

●
平
成
　
年
　
月
に
教
育
委

２７

１２

員
会
か
ら
「
初
山
別
村
学
校

給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

の
報
告
書
が
村
長
に
提
出
さ

れ
る
。

「
報
告
書
の
ま
と
め
」

　
成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒

(１)の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た

め
、
小
中
学
生
の
昼
食
と
し

て
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
豊
か
な
食
事
の
提
供

が
で
き
る
学
校
給
食
の
実
施

が
望
ま
し
い
。

　
給
食
導
入
の
方
式
と
し
て
、

(２)セ
ン
タ
ー
方
式
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が
、
長
期
的
な
視

野
と
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

望
ま
し
い
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

●
平
成
　
年
第
１
回
村
議
会

２８

定
例
会
行
政
報
告

「
学
校
給
食
の
あ
り
方
」
の

報
告
書
を
受
け
、
望
ま
れ
る

条
件
を
備
え
た
施
設
と
し
て

青
写
真
を
描
き
な
が
ら
整
備

費
用
・
維
持
運
営
費
の
見
積

も
り
を
行
い
つ
つ
、
補
助
制

度
の
探
求
を
行
う
と
と
も
に

将
来
的
な
財
政
負
担
を
十
分

見
据
え
た
中
で
給
食
実
施
に

つ
い
て
知
見
を
深
め
判
断
し

た
い
。

●
平
成
　
年
９
月
　
議
会
全

２８

員
協
議
会

教
育
長
→
学
校
給
食
施
設
の

「
機
能
」「
規
模
」「
整
備
費

用
」「
運
営
費
用
」
を
説
明
。

村
長
→
平
成
　
年
実
施
の
ア

２６

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
学
校
関
係
者
と
の
懇
談

会
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
学

校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
報
告
書
に
基
づ
き
方

向
性
や
実
施
の
意
義
・
妥
当

性
を
様
々
な
視
点
か
ら
知
見

を
深
め
熟
慮
熟
考
を
重
ね
、

現
段
階
に
お
い
て
今
後
詰
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を

整
理
し
、
保
育
所
へ
の
提
供

を
含
め
た
学
校
給
食
に
つ
い

て
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

●
平
成
　
年
　
月
　
村
議
会

２８

１１

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
教
育
長
が
、
次
の
内
容
を

説
明

①
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
報
告
書

②
近
隣
町
を
参
考
に
し
た
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

③
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

●
平
成
　
年
２
月
　
初
山
別

２９

村
総
合
教
育
会
議

　
教
育
委
員
に
内
容
を
説
明

し
、
給
食
の
重
要
性
を
確
認
。

学
校
給
食
の
調
査
・
検
討
に
つ
い
て

学校給食のアンケート調査結果
（平成２６年９月調査）

給食センター概算事業費

備　考金額（概算）区分

厨房機器含む２億１，４００万円建設費

管内近隣町

約１，８００万円

年間　　　

～

約２，５００万円

運営費

※建設費：Ｈ２８年９月全員協議会資料
※運営費：Ｈ２８年１１月総務経済常任委員会資料

児童生徒数（平成２９年４月１日現在）　 （単位：人）

計先生等子ども区　分

２５５２０保 育 所

４８１１３７小 学 校

４３１６２７中 学 校

１１６３２８４計

・対象保護者世帯数　６７世帯

・回答世帯数　　　　６５世帯

（回答率９７％）

　
村
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度
「
村
政
執
行
方
針
」
に
お
い

２９

て
、
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
関
心
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
学
校
給
食
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
検
討
の
経
緯

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

卯



 

 

 

 一
般
会
計
 

 総
務
費
 

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

垢
 公
務
災
害
の
適
用
範
囲

は
。

茅
 協
力
隊
の
身
分
で
活
動

し
て
い
る
範
囲
は
休
日
に
関

係
な
く
補
償
。

○
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー

セ
ミ
ナ
ー
運
営
事
業

垢
 職
員
が
セ
ミ
ナ
ー
に

行
っ
て
移
住
促
進
に
繋
げ
る

の
か
。

茅
 管
内
中
北
部
５
町
村
が

連
携
し
て
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を

共
同
で
行
う
。
村
か
ら
職
員

２
名
、
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
か

ら
１
名
を
計
画
。

○
技
術
職
員
の
体
制

垢
 建
築
工
事
の
設
計
・
施
工

監
理
・
検
定
は
誰
が
行
っ
て

い
る
か
。

茅
 経
済
課
技
術
職
員
。
建

築
費
が
大
き
な
も
の
は
外
部

発
注
。

垢
 技
術
職
員
が
少
な
い
。

採
用
し
て
は
。

茅
 職
員
の
あ
り
方
を
含
め

検
討
す
る
。

○
自
学
塾
運
営
事
業

垢
 内
容
と
生
徒
数
は
。
講

師
に
適
当
な
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
い
る
の
か
。

茅
 マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
に
委

託
。
生
徒
の
自
習
を
手
助
け

す
る
も
の
。
生
徒
は
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
　
名
。

１１

垢
 委
託
料
の
積
算
方
法
は
。

茅
 生
徒
　
名
前
後
に
講
師

１０

１
名
、
補
助
１
名
で
積
算
。

○
職
員
住
宅
建
設
工
事

垢
 　
時
間
換
気
シ
ス
テ
ム

２４

の
導
入
を
試
し
て
は
ど
う
か
。

茅
 シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
、

検
討
し
た
い
。

鵜

議会だ よ り

斉藤　勝三　委員長

防災拠点の充実強化へ

平成３０年度消防庁舎耐震改修工事
に向け実施設計費２２００万円を計上

主

な

質

疑

平 成２９年 度 予 算 総 括

前　年　度　比予　算　額会　計　区　分

△ １．４％２０億７，４２０万円一　般　会　計

１３．２％３億６，９００万円国民健康保険
特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

２．７％１億５，０００万円介護保険

△ ３．８％２，０００万円後期高齢者医療保険

△ ０．５％２億３，０００万円簡易水道事業

△ ３２．９％１億８１０万円農業集落排水事業

△ １．３％２９億５，１３０万円合　　　計

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
斉
藤
　
勝
三
　
委
員
長
）
は
、
３
月
７
日
・
８
日
に
開
か
れ
、
平

成
　
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
５
特
別
会
計
予
算
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
に
よ

２９
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予算
審査

特　別
委員会



窺

議会だ よ り
 民
生
費
 

○
コ
ミ
パ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
テ
 ィ
）
実
行
委
員

会
運
営
事
業
補
助
金

垢
 婚
活
事
業
な
の
か
。

茅
 実
行
委
員
会
に
よ
り
昨

年
初
め
て
実
施
し
、
約
　
名
５０

参
加
。
婚
活
も
含
め
て
若
者

の
交
流
の
場
と
し
て
、
新
し

い
試
み
も
出
る
の
で
は
。

○
さ
さ
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業

垢
 次
年
度
の
方
向
性
は
。

茅
 や
っ
と
芽
が
出
た
状
態
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

住
民
の
方
々
が
ど
こ
ま
で
協

力
で
き
る
範
囲
で
や
っ
て
頂

け
る
の
か
探
り
な
が
ら
進
め

た
い
。

 衛
生
費
 

○
野
良
猫
対
策

垢
 こ
れ
以
上
増
え
な
い
よ

う
去
勢
等
の
対
応
は
。

茅
 今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て

い
な
い
。

 農
林
水
産
業
費
 

○
農
業
委
員
の
任
命

垢
 女
性
委
員
を
任
命
す
る

考
え
は
。

茅
 女
性
の
社
会
進
出
は
大

き
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
検

討
す
る
意
味
は
あ
る
。

○
新
規
就
農
者
支
援
対
策
事

業垢
 増
額
の
理
由
は
。

茅
 新
た
に
１
名
が
参
画
。

 商
工
費
 

○
村
観
光
協
会
運
営
補
助
金

垢
 増
額
の
理
由
は
。

茅
 岬
ま
つ
り
本
祭
、
秋
の
味

覚
感
謝
祭
、
海
水
浴
場
管
理

費
、
出
店
Ｐ
Ｒ
、
観
光
推
進

事
業
の
外
、
事
務
局
事
務
の

一
部
委
託
費
を
計
上
。（
委
託

先
・
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
）

垢
 村
が
行
っ
て
い
た
事
務

を
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
に
委
託

す
る
理
由
は
。
委
託
に
よ
り

村
の
人
件
費
は
減
る
の
か
。

茅
 事
務
委
託
は
、
地
方
創

生
の
起
業
化
支
援
と
し
て
行

う
も
の
。
委
託
に
よ
り
村
職

員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

 土
木
費
 

○
村
道
草
刈
業
務

垢
 報
償
金
の
増
額
要
望
は

ど
う
な
っ
た
か
。

茅
 　
年
度
に
単
価
を
増
額

２８

し
た
。

 教
育
費
 

○
村
民
プ
ー
ル
運
営

垢
 健
康
増
進
の
た
め
利
用

期
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

茅
 予
算
の
範
囲
内
で
、
よ

り
効
果
的
に
健
康
指
導
を
行

い
た
い
。

○
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

垢
 中
学
校
と
体
育
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
。

茅
 Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は
価
格
が

高
く
、
作
業
も
高
所
の
た
め

設
営
費
が
高
額
で
あ
る
。
中

学
校
は
大
規
模
改
修
時
に
検

討
し
た
い
。

 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

垢
 推
進
状
況
は
。

茅
 Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
医
療
費
の

低
減
に
繋
げ
た
い
。

「「
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク

マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
スス
」」
と
は
？

と
は
？

　
今
年
の
予
算
審
査
特
別

委
員
会
で
、
た
び
た
び
出

て
き
た
「
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク

ス
」
と
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
定
住
や
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
、
隊

員
と
村
民
有
志
が
立
ち
上

げ
た
法
人
で
す
。

　
主
な
事
業
は
、
繋
小
屋

（
つ
な
ご
や
）
を
拠
点
に

ム
ラ
カ
フ
ェ
や
自
学
塾
の

運
営
及
び
観
光
協
会
の
一

部
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
度
、
耐
震
改
修
工
事
を

３０行
う
予
定
の
消
防
庁
舎

　
年
度
、
改
修
工
事
を
行
う

２９自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

１
億
１
４
８
４
万
円

　現存する公共施設等を取得価額（再調達価

額）で更新した場合、公共建築物で約１１０億円、

インフラ資産で約１８２億円、今後６８年間に係

る費用は２９２億円となります。

　年平均では、公共建築物は全ての資産の耐

用年数を超えるものが５０年間のため約２．２億

円、インフラ資産は６８年間のため約２．７億円

の合計約４．９億円となります。

　１０年ごとの期間でみると、２０２７年から２０３６

年までが最も多く、次いで２０３７年から２０４６年

までとなっっており、改修・更新等による財

政への負担が懸念されます。

※平成２８年度策定

　初山別村公共施設等総合管理計画から抜粋

※計画書は村ホームページでご覧いただけます。

公共施設等の維持管理・修繕・更新等に係る中長期的な経費の見込み



〇
初
山
別
村
行
政
改
革
推
進

委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

→
委
員
会
を
常
設
か
ら
必
要

に
応
じ
て
設
置
す
る
よ
う
に

改
正
。

垢
 今
ま
で
設
置
さ
れ
て
い

た
組
織
が
設
置
し
な
く
て
も

良
い
組
織
に
な
る
。
行
政
改

革
を
推
進
す
る
に
は
、
有
識

者
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
組

織
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

茅
 行
政
改
革
に
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
次
期

大
綱
は
策
定
し
な
い
考
え
で

あ
る
。
委
員
会
は
必
要
性
が

出
た
時
点
で
設
置
し
た
い
。

 一
般
会
計
 

◇
９
９
１
万
２
千
円
を
減
額

し
、　

億
８
７
０
７
万
７
千

２１

円
に
。

〇
検
診
の
受
診
対
策

垢
 が
ん
検
診
委
託
料
が
減

額
で
あ
る
が
、
受
診
対
策
は

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
か
。

茅
 予
算
は
多
め
に
見
積
も
っ

て
い
る
。全
体
で
減
額
だ
が
、

子
宮
が
ん
、
前
立
腺
、
ピ
ロ

リ
菌
検
査
は
前
年
度
か
ら
受

診
者
数
が
増
え
て
い
る
。
受

診
勧
奨
は
未
受
診
者
デ
ー
タ

に
よ
り
電
話
勧
奨
等
で
お
願

い
し
て
い
る
。

 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

◇
７
４
０
万
２
千
円
を
追
加

し
、
３
億
５
０
７
６
万
５
千

円
に
。

 介
護
保
険
特
別
会
計
 

◇
　
万
６
千
円
を
追
加
し
、

１９
１
億
５
１
５
７
万
４
千
円
に
。

 簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
 

◇
３
５
０
７
万
１
千
円
を
減

額
し
、
１
億
９
７
２
５
万
４

千
円
に
。

〇
工
事
請
負
費

垢
 減
額
（
３
２
７
７
万
２
千

円
）
が
大
き
い
理
由
は
。

茅
 補
助
金
の
枠
が
大
幅
に

減
っ
た
た
め
、
事
業
量
を
平

成
　
年
度
以
降
に
振
り
分
け

２９
た
。

丑

議会だ よ り

条

例

補

正

予

算

議　　会　　の　　う　　ご　　き

初山別中学校卒業式（議長外議員多数)１３２　　　月

例月出納検査（監査委員）１５例月出納検査（監査委員）１４

初山別小学校卒業式（議長外議員多数)１９議会運営委員会（議長外委員全員）

議会全員協議会（議長外議員多数）
２０

北部方面総監｢山崎陸将｣を囲む会（議長･留萌市）２９

４　　　月管内町村等監査委員協議会役員会（監査委員･札幌市）２２

事務局訓示（議長）３北海道町村等監査委員協議会定例大会（監査委員･札幌市）２３

ＪＡオロロン通常総代会（副議長）５北留萌消防組合議会定例会（土門議員・羽幌町）

羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会（三谷議員・羽幌町）
２８

例月出納検査（監査委員）１４

浅野道議との意見交換会（議長外議員多数）

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）
１８

３　　　月

管内町村議会議長会臨時総会（議長･羽幌町)１

■議会だよりは、村ホームページでもご覧いただけ

ます。

第１回定例会（議長外議員全員）

予算審査特別委員会（委員長外委員全員）

７
・
８

会
議
録
な
ど
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議

会
の
議
決
の
状
況
や
審

議
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
会
議
録
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
緯
　
・
２
２
１
１

６７

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

　
　
　
６
月
で
す



　
豊
岬
の
旧
校
長
住
宅
に
て
受
け
入

れ
て
い
る
移
住
体
験
「
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
」
に
、
埼
玉
県
狭
山
市
か
ら
新

井
邦
芳
さ
ん
（
　
歳
）
が
い
ら
っ
し
ゃ

６９

い
ま
す
。
滞
在
期
間
は
６
月
１
日
　（木）

～
８
月
４
日
　
の
約
２
ヶ
月
間
で
す
。

（金）

　
新
井
さ
ん
は
野
鳥
や
動
植
物
の
写

真
を
撮
る
こ
と
が
趣
味
で
、
同
好
の

方
と
交
流
し
て
み
た
い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
や
村
の
方

と
の
交
流
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ

う
な
の
で
、
皆
様
、
お
声
か
け
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
初
山
別
村
企
画
振
興
係
）

　
平
成
　
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従

２９

業
員
４
名
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業

所
を
対
象
に
、
平
成
　
年
６
月
１
日

２９

時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
が
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
設
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・
北
海
道
・
初
山
別
村
）

　
現
在
、
一
般
財
団
法
人
北
海
道
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
「
盲
ろ
う

者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座
」
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
主
催
者
に
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
１
）
募
集
定
員

　
　
　
　
名
程
度
（
札
幌
市
を
含
む
）

３０

（
２
）
開
催
日
時

平
成
　
年
９
月
　
日
　
、

２９

２３

（土）

碓

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｈ２９
１.１０

９３.６％２,３５４,４００〇２,５１６,４００㈱測新開発

（旭川市）
（旭川市）
（旭川市）
（札幌市）
（東神楽町）

㈱測新開発
アースコンサルタント㈱
旭川設計測量㈱
㈱ズコーシャ札幌支社
㈱及川土木設計

有明地区
現地測量
委託業務

一)業務１７
 １０月１２日

Ｈ２９
１.１１

８８.５％１,８３６,０００〇２,０７３,６００
㈱中原建築
設計事務所

（旭川市）
（旭川市）
（札幌市）
（旭川市）
（札幌市）
（留萌市）

㈱中原建築設計事務所
㈱司設計事務所
㈱アクティ建築設計
㈱柴滝建築設計事務所
㈱ズコーシャ札幌支社
㈱高田建築設計事務所

職員住宅
建設工事
実施設計
委託業務

一)業務１８
 １０月１２日

Ｈ２８
１２.２１

９６.４％２,８５１,２００〇２,９５９,２００
道路工業㈱
留萌営業所

（小平町）
（留萌市）
（札幌市）

道路工業㈱留萌営業所
㈱北建舗道
大林道路㈱北海道支店

栄小沢線
舗装補修工事

一)工事１８
 １０月１２日

Ｈ２８
１２.２２

９６.０％１,８０３,６００〇１,８７９,２００㈱前田建設
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈱前田建設
㈲道北水道設備
㈲三協産業

風連別南線
横断管改修工事

一)工事１９
 １０月１２日

Ｈ２９
１.３１

９４.６％４,１５８,０００〇４,３９５,６００㈲本堂建設

（初山別村）
（羽幌町）
（初山別村）

（遠別町）

㈲本堂建設
㈱工藤工務所
㈱前田建設

道北興業㈱

村営住宅改修
（その２）工事

一)工事２０
 １０月１２日

※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

入札及び見積合せ結果のお知らせ（平成２８年度 ２８．１０～２９．３）

お
知
ら

お
知
ら
せせ

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
の

 方
が
来
ま
す

平
成
　
年
工
業
統
計
調
査

２９

を
実
施
し
ま
す

平
成
　
年
度
盲
ろ
う
者
通
訳
・

２９

介
助
員
養
成
講
座
受
講
者
募
集



臼

　
日
　
、　

月
　
日
　
、

２４

（日）

１０

１４

（土）

　
日
　
、　

日
　
、　

月
　

１５

（日）

２８

（土）

１１

１８

日
　
、　

日
　

（土）

１９

（日）

全
７
日
間

（
３
）
開
催
場
所

　
　
　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　（
札
幌
市
中
央
区
北
２
西
７
）

（
４
）
受
講
料
　
無
料

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の

自
己
負
担
金
（
約
４
埀０
０
０

円
）
が
あ
り
ま
す
。

（
５
）
申
込
期
間

平
成
　
年
８
月
　
日
　
ま
で

２９

２１

（月）

に
所
定
の
様
式
の
申
込
書
で

申
し
込
む
こ
と
。

（
６
）
主
催
者

一
般
社
団
法
人
　
北
海
道
身
体
障

害
者
福
祉
協
会

住
所
　
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西

７
丁
目
　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
４
階

　
始
０
１
１
倆
２
５
１
倆
１
５
５
１

　
姉
０
１
１
倆
２
５
１
倆
０
８
５
８

※
盲
ろ
う
者
と
は
、「
目
（
視
覚
）

と
耳
（
聴
覚
）
の
両
方
に
障
害

を
併
せ
も
つ
人
」
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

【
う
】
ま
い
話
は
信
用
し
な
い
！

　
う
ま
す
ぎ
る
話
、
絶
対
も
う
か
る

話
な
ど
と
い
っ
た
も
の
に
は
、
大
き
な

落
と
し
穴
が
つ
き
も
の
で
す
！

【
そ
】
う
だ
ん
す
る
！

　
ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
判
断
し
た

り
せ
ず
、
家
族
・
知
人
・
相
談
機
関

に
相
談
を
！

【
つ
】
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！
　

　
　
　
　
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
！

　
悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
「
す

ぐ
に
契
約
を
す
る
よ
う
に
」
迫
っ
て

き
ま
す
！

【
き
】っ
ぱ
り
！
は
っ
き
り
！
断
る
！

　
あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、
キ
ッ

パ
リ
！
ハ
ッ
キ
リ
！
断
る
！

　
不
安
に
な
っ
た
り
、
被
害
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
す

ぐ
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
は
、『
う
・
そ
・
つ
・
き
』
！

悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に

　５月になると森林の緑も、日毎に鮮やかさを増してきます。またこの時期は、林野火災が発

生する頃です。林野火災とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災を言います。北海道では、

４月１日から６月３０日までを「林野火災危険期間」とし、危険期間のうち４月２１日から５月３１

日までを「林野火災予防強調期間」に設定しています。

　北海道の統計では、最近の過去１０年間（平成１９年～平成２８年）で２４７件の林野火災が発生し

ています。月別に見ると、４、５月で１８０件と全体の７３％を占めています。林野火災の出火原因

は、その殆どが人為的な過失によるものと考えられ、ごみ焼きによるものが６５件、たばこ・マッ

チによるものが１７件で、全体の３３％になっています。

　春に火災が多いのには更に理由があります。冬は下草が枯れ、落葉が積もって「燃えやすい

もの」が林内に蓄積されるとともに春は空気が乾燥していることと、風が強いという気象条件

が重なることです。

　気象台では、空気が乾燥し、火災が起こりやすいと予想されるときに、乾燥注意報を発表し

て火の取り扱いに注意するよう呼びかけています。上川・留萌地方の発表基準は、最小湿度が

３０パーセント以下で実効湿度が６０パーセント以下の場合です。実効湿度とは、木材の乾燥の程

度を表すもので、５０～６０％以下になると火災の危険度が高まります。また、実効湿度が５０％を

下回ると、マッチ１本で木材に火がつくと言われています。

　また、風の強い日も湿度が低くなりやすいので注意が必要です。森林の喪失は保水能力の低

下を招き、台風や集中豪雨などの大雨により土砂崩れなどの自然災害がおこりやすくなるおそ

れもあります。山菜取りや散策など山に入る場合には、たき火やたばこなどの火の取り扱いに

は、十分注意をお願いします。また、お出掛けの際は、最新の気象情報を入手して下さい。

　問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　　　　　　　旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

気象台ひと口メモ　たき火やタバコに注意 林野火災



渦

　
自
転
車
は
と
て
も
便
利
で
環
境
に

優
し
い
乗
り
物
で
す
が
、
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
乗
り
方
は
重
大

な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　【
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
心
得
】

煙
ブ
レ
ー
キ
が
故
障
し
て
い
た
り
、

反
射
器
材
な
ど
の
な
い
自
転
車
に

は
乗
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

煙
二
人
乗
り
は
原
則
禁
止
で
す
。
幼

児
を
乗
せ
る
と
き
は
幼
児
用
座
席

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

煙
自
転
車
に
荷
物
を
積
む
と
き
は
、

不
安
定
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

煙
子
供
が
自
転
車
に
乗
る
と
き
や
、

幼
児
を
幼
児
用
座
席
に
乗
せ
る
と

き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

煙
携
帯
電
話
の
使
用
・
傘
を
差
す
・

物
を
担
い
だ
り
す
る
こ
と
に
よ
る

片
手
で
の
運
転
や
、
イ
ヤ
ホ
ン
・

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使
用
な
ど
に
よ
る

周
囲
の
音
が
聞
こ
え
な
い
状
態
で

の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０

６２

　
村
で
は
、
登
録
さ
れ
た
「
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
へ
情
報
配

信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
以
前
登
録
し
た
の
に
自
分
だ
け

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
」
と
い
う
方
は
、

以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

一
度
、
ご
確
認
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
申
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
や

　
携
帯
電
話
会
社
を
変
え
た

　
　
☆
解
決
方
法

役
場
企
画
振
興
係
ま
で
、
お

名
前
と
変
更
後
の
ア
ド
レ
ス

を
お
伝
え
下
さ
い
。

②
迷
惑
メ
ー
ル
の
設
定
を

　
し
て
い
る

　
　
☆
解
決
方
法

「
宛
先
指
定
受
信
ア
ド
レ

jm
a
-in
fo
@
n
jw
a
.j

ス
」
に
  
 
   
  
 
 
  
 
  

p

 

を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
な
い
方

の
新
規
登
録
も
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。（
配
信
内
容
：
通
行
止

め
情
報
・
詐
欺
の
注
意
喚
起
・
診
療

所
の
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ
・
ク
マ

出
没
情
報
・
そ
の
他
メ
ー
ル
配
信
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
な
ど
）

　
ご
希
望
の
方
は
、
い
ず
れ
か
の
方

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
広
報
誌
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
る
ア
ド
レ
ス

に
お
名
前
を
添
え
て
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
。

②
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
た
メ
モ
な
ど

を
企
画
振
興
係
ま
で
持
参
す
る
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
振
興
室

　
　
（
緯
　
倆
２
２
１
１
）

６７

ペ
ダ
ル
こ
ぐ

免
許
は
な
い
け
ど
ド
ラ
イ
バ
ー

自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

届
い
て
い
ま
す
か
？

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

平
成
　
年
度

２９

　
初
山
別
村
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

・留萌市出身

　　昭和６３年生まれ

・出身校：札幌大学

・配　属：経済課農林畜産係

・抱　負：初山別村のために

一生懸命頑張りたいと思っ

ていますので、よろしくお

願いいたします。

小　澤　　　諒
（おざわ　りょう）



嘘

１　試験日時

　　平成２９年８月２９日（火）午後１時３０分から午後４時まで

２　試験地

３　受験資格

　学校教育法第５７条（高等学校入学試験）に規定する者で、多数人に対して飲食物を調

理して供与する寄宿舎、学校、病院等の施設又は飲食店営業、魚介類販売業、そうざい

製造業等に該当する営業において平成２９年５月２６日までに２年以上の調理の業務に従事

した者

４　試験科目および試験方法

　食文化概論、公衆衛生学、栄養学、食品学、食品衛生学

および調理理論について、筆記試験を実施します。

５　受験願書の提出先

　　および受付時間

　◎提出先

　札幌市、旭川市、函館市、小樽市に住所を有する者は、その市の保健所（札幌市に

おいては、各区保健センターを含む）

　その他の市町村に住所を有する者は、上記を除く最寄りの保健所又は支所

　◎受付時間

　　平成２９年５月１５日（月）から

　　平成２９年５月２６日（金）まで

　　　※郵送の場合は、平成２９年５月２６日までの消印のあるものに限り受け付けます。

６　提出書類

　（１）調理師試験受験願書………………１部（６，９００円分の北海道収入証紙を貼付）

　　　　※裏面は調理業務経歴証明欄となっています。

　（２）調理師試験受験者整理カード……１部

　　　　（出願前３ヶ月以内に脱帽して、正面上半身を撮影した写真を貼付）

　（３）調理師試験入力通知書……………１部

【受験願書の配布及び問い合わせ先】

　北海道留萌保健所　企画総務課　企画係　電話：０１６４－４２－８３２６

　北海道留萌保健所　天塩支所　電話：０１６３２－２－１１７９

平成２９年度　調理師試験受験案内

出願者住所地試験地

留萌市・増毛町・小平町・苫前町・羽幌町・初山別村滝川市

遠別町・天塩町稚内市



唄

受付時間応援医師等金木水火月平成２９年６月外来診療体制

８：００～１１：００

（消）は消化器　佐々尾医師〇
（消）

〇〇

内科第１診察室

予約
優先

午
　
　
前

（循）は循環器　留萌市立病院
 高橋医師（第４水曜日 ２８日）

〇
（循）

（呼）は呼吸器　重原医師
（毎週金曜日）

〇
（呼）

〇〇〇〇〇内科第２診察室

引野医師（１５日・１９日）〇
整形専門外来

留萌市立病院（１日・１９日・２９日）〇

〇〇〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

１３：３０～１５：００
〇〇〇内科（総合診療医）予約外

午
　
　
後

＊整形専門外来のない日＊〇〇〇外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
渡部医師（１３日・２７日）〇

整形専門外来
予約
のみ 留萌市立病院（１日・１５日・２９日）〇

８：００～１１：００旭川医大井上講師（５日・１９日予定）〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師〇婦人科（毎週火曜日）

完全予約制旭川医大医師〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師〇泌尿器科（毎週木曜日）予約制

８：００～１１：００札幌医大医師（７日・２１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）予約制

８：００～１１：００札幌医大医師〇皮膚科（毎週月曜日）

完全予約制札幌医大医師月１回（紹介患者のみ）精神科

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ ！

ひ と の う ご き

～平成２８年４月末～

人口と世帯数
人口 １,２１９人
　　　　　（△２人）
 男 ５９７人
 女 ６２２人
 世帯数 　５６５世帯 
　　　　　（△２世帯）

（　） は前月比

総合診療医による診療となります。
噛外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみの受付となります。定期受診や関節注射は午後となります。
噛内科と外科･整形外科を同日受診希望の方は同日の内科の午後外来を予約できます。
噛骨粗鬆症･痛風･甲状腺・おなかの術後の患者様は内科外来での診療となります。
噛整形専門外来は予約優先となります。

＊予約制で、人間ドックは水･金曜日、特定健診は月～金曜日実施しています。
＊巡回診療を、上築中央集会所で第1火曜日（６日）、中央老人寿の家第1木曜日（８日）行います。お問い合
わせ下さい。

羽幌町栄町１１０番地（電話 ０１６４－６２－６０６０）

転　　入

４／３　矢　藤　典　彦（初山別）

　　　　白　府　尋比季（豊　岬）

　　　　金　澤　和　行（有　明）

　　　　　　　　由希子

　　　　酒　井　康　有（初山別）

　　　　　　　　典　子

　　　　佐　藤　孝　憲（有　明）

　　　　古　田　　　融（初山別）

　　　　齋　藤　浩　之（豊　岬）

　　　　松　田　聖　子（初山別）

４／６　若　﨑　民　雄（初山別）

４／１０　小　澤　　　諒（初山別）

　　　　小　野　雅　樹（初山別）

お 誕 生

４／６　砂　原　 魁 　 惺 （初山別）
かい せい

（父：敏男　母：愛彩）

４／１３　小　林　 一 　 華 （豊　岬）
いち か

（父：純基　母：えりか）



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（５／１１～６／１３）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（５月号）１１昭

５

月

１２晶

１３松

１４掌

１５捷

１６昇

ほしっこくらぶ１７昌

予防接種１８昭

破砕・危険ごみ収集日
（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

１９晶

花いっぱい運動（国道花壇植栽）２０松

２１掌

２２捷

総合検診（豊岬館）２３昇

総合検診（自然交流センター）２４昌

総合検診（有明母と子の家）２５昭

広報配布（お知らせ版）
粗大ごみ

２６晶

２７松

２８掌

２９捷

歯科検診・フッ素塗布３０昇

ほしっこくらぶ会場開放日３１昌

予防接種１昭

６

月

２晶

３松

保・小・中合同運動会４掌

５捷

６昇

ほしっこくらぶ７昌

８昭

９晶

１０松

１１掌

１２捷

広報しょさんべつ配布（６月号）１３昇

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

Ｋの潜入記⑭～Ｋと「しょさまる」～

　皆さんこんにちは。Ｋです。

　４月は村のイメージキャラクター「しょさま

る（着ぐるみ）」の活躍の場面が徐々に増えて

きたようです。皆さんは、生（なま）のしょさ

まるをご覧になりましたか？

　　周りの声を聞いていると、しょさまるの動

き方は日によって異なるようですが、いつも彼

（？）は必死なのです。皆さまどうか、村のマ

スコットとして暖かく見守り、万が一、夏の暑

い日等に倒れていたら、そっと手をさしのべて

あげてください。

禁句は、子どもの前で「誰が入ってるの？」です。

　住民の方が住み慣れた地域で安心して暮

らし続けることを目的とした協定が、農協・村

内郵便局との間でそれぞれ締結されました。

　４月１１日はオロロン農業協同組合代表理

事組合長の長谷川裕昭様が、４月２１日は初

山別郵便局長の伊藤太一様、豊岬郵便局長

の田澤己榮樹様が出席され、調印に至りま

した。また、２１日の調印式では「しょさま

る」と郵便局のキャラクター「ぼすくま」

もその場に立ち会い、調印を見守りました。

　「地域の見守り」を目的とした協定は、こ

れで３件目となります。

地域見守り協定調印

ご厚志ありがとうございます

【一般寄附】１０，０００，０００円
オロロン農業協同組合 様


